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雪崩危険箇所の現地調査を実施しました
～雪崩勉強会を開催～

１２月２日（水）、長岡国道事務所と日本雪氷学会雪崩分科会との共催で、雪崩災害防止の
ため、職員による国道１７号の雪崩危険箇所の現地調査（雪崩勉強会）を実施しました。

当日は、湯沢維持・雪害対策出張所管内（湯沢町）の雪崩発生危険箇所において、過去の
雪崩災害発生の状況、その後の雪崩予防柵などの雪崩対策施設を確認し、ドローンによる斜
面の勾配や植生状況を調査しました。

参加者（１２名）で、雪崩の危険性の判断や雪崩防護柵の必要性などの意見交換を行い、冬
期の安全・安心な交通確保のため、雪崩災害防止に努めることを確認しました。また、事務所
（長岡市）で開催の防災会議とオンラインによる合同調査を行う試みも行い、ドローンの映像な
どを共有することにより、更なる雪崩災害に対する安全意識の向上が図られました。

【湯沢維持・雪害対策出張所】

雪崩危険箇所現地調査の様子（貝掛地区）

事務所防災会議とのオンライン合同調査の様子 ドローン調査の動画画面（芝原地区）

雪崩対策施設調査の様子（八木沢地区）
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